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研究成果概要 

   CTA-Japan AS WG (解析・シミュレーション ワーキンググループ）では、CTAの

Monte Carlo （MC) シミュレーションと実データ解析に関わる様々な研究課題に各

構成員が取り組んでいる。令和 2年度に取り組んだ課題群のうち主なものを下記に示

す。 令和２年度は大口径望遠鏡(LST)１号機のコミッショニング観測期にあたり、宇

宙線事象や標準ガンマ線源であるカニ星雲からのガンマ線信号などを用いてモンテカ

ルロシミュレーションと実データとの間の合致度を検証し、シミュレーション中の装

置応答記述にフィードバックをかけることが最重要タスクの一つであった。このため

ODA(Onsite Data Analysis) teamとの共通課題に関連する活動に重点が置かれた。 

1. カニ星雲からのガンマ線信号を用いた LST 1号機の単眼観測の性能評価 

2. MAGIC望遠鏡-LSTのステレオ同期事象を用いた各望遠鏡の相互較正 

3. カニパルサーからのガンマ線信号解析による LST 1号機のエネルギー閾値推定 

4. 活動銀河核フレアの Fermi-LATとの同時観測データを用いた LST 1号機の性能値

推定 

5. 時刻情報を取り込んだ Deep Learningガンマ線ハドロン分離性能評価 (LST1号機

のケース) 

6. LST 焦点面検出器の信号波形サンプリング間隔補正による電荷分解能向上に関す

る研究とコード開発 

7. CTA 南サイトアレイのガンマ線感度曲線見積もりに対するハドロン相互作用モデ

ル不定性の影響検証 

8. CTA北サイトアレイのMC データ中のガンマ線様陽子事象のシャワー特性調査 

 

1-6 については国内学会での口頭発表 7件(下記リストの[2]-[8]）また 4-6, および 8に

ついてはそれぞれ修士論文にまとめられた([9]-[12])。 

7. の結果については論文化し、CTAの内部審査を経て J. Phys. G: Nucl. Part. Phys

に受理された [1]。関連して、国際研究会での口頭発表を行った[13]。 

 個別の研究テーマについてのより詳細な内容については、CTA-Japan website 

(http://www.cta-observatory.jp/publications.html) などから閲覧可能であるため、

そちらを参照されたい。 
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